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在宅酸素療法患者の生活活動範囲と居住環境の関連
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目的　在宅酸素療法（Home Oxygen Therapy, HOT）受療患者の居住環境要因が，日常生活動作

（Activity of Daily Living, ADL），生活活動に与える影響を明らかにし，HOT患者における

医療と福祉に関する生活環境整備と調整のおり方を検討することを目的とする。

方法　横浜市西部にある国立病院（450床）呼吸器内科からHOTを受けている53～85歳の患者

27人（男17人，女10人）を対象とし，身体状態，呼吸困難の程度，ADL，居住環境などに

関して調査票を用いて面接調査と分析を行った。

結果　1.　呼吸困難の程度は，Hugh-Jones分類でⅢ度とⅣ度の者が78％を占め，階段昇降と入

浴，および歩行で息切れを感じ，外出の少ない生活をしていた。通院手段では，タクシーの

利用が多く，電車やバスの利用は少なかった。

　2.　二階建て家屋に居住していて二階を使用できない患者は80％であった。エレベーター

のない3階以上の建物に居住する患者は，階段昇降で多くの介助を要し，外出が困難になっ

ていた。また，傾斜地に立地する住宅では，バス停までの経路が長くなっていたが，外出と

の関係はみられなかった。

　3.　HOT患者は，住宅改善事業などの公的な支援はあまり利用しておらず，居住環境と

ADLの関連についての知識が不足していた。

結論　以上の結果と面接時に聞かれた内容から，HOT患者に対し，地域における医療・保健・

福祉の連携による居住環境の改善と併せて，患者・家族への環境改善に関する情報提供と教

育の必要性が示唆された。
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